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総人口 

世帯数 

309,719（1,904） 

149,879（   958） 

122,161（1,122） 

159,840（   946） 
男 
女 

2003（平成15）年9月末現在 
＊（　）内はうち外国人 

住民基本台帳人口の内訳（外国人を除く） 

本紙は「カラーバリアフリー（色覚障壁の除去）」につとめています。 お気づきの点がありましたらお寄せください。 （秘書広報課　1862-9942） 

　
那
覇
市
の
防
災
の
拠
点
と
な
る
消
防

庁
舎
が
、
去
る

10

月
　
日
、
那
覇
新

都
心
地
区
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
消
防
庁
舎
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
分
散
配
置
さ
れ
て
い

た
消
防
本
部
の
機
能
が
集
約
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
し
、
よ
り
迅
速
な

対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
施
さ
れ
、
雨
水
・

再
生
水
、
深
夜
電
力
の
利
用
、
屋
上
緑

化
な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
環
境
共

生
に
も
配
慮
し
た

4

階
建
の
消
防
庁

舎
は
、
1
・
２
階
が
消
防
署
、
３
・
４

階
は
消
防
本
部
の
各
課
を
配
置
、
３
階

に
は
救
急
救
命
講
習
や
防
火
管
理
者
講

習
な
ど
に
対
応
で
き
る

1
6
0

人
収

容
の
講
堂
も
設
け
ら
れ
、
災
害
を
想
定

し
た
訓
練
が
で
き
る
訓
練
棟
が
併
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
複
雑
多
様
化
す
る
各
種
の
災
害

に
対
応
す
る
た
め
、
近
く
最
新
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
た
消
防
緊
急
指
令

シ
ス
テ
ム
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
民
間
企
業
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
那
覇

市
が
借
り
受
け
る
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
方
式

で
整
備
さ
れ
た
庁
舎
は
、

10
年
間
の
リ

ー
ス
期
間
満
了
時
に
は
市
民
の
財
産
と

し
て
那
覇
市
に
無
償
で
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
手
法
の
採
用
で
、
コ
ス
ト
縮
減

を
図
り
、
地
元
企
業
の
活
力
を
う
な
が

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
消
防
庁
舎
の
完
成
を
機
に
、
那
覇

市
の
消
防
職
員
は
、
新
た
な
決
意
で
こ

れ
か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
く
ら
し

の
安
全
を
守
り
ま
す
。

主  な  紙  面 

1949年那覇市牧志生まれ。東洋大学中退。 
73年沖縄テレビ入社。ニュースキャスターの傍
ら「川は訴える」など独自企画を展開。 
03年7月退職。現在、玉水ネットワーク副代表
（河川団体）、那覇市一般廃棄物審議員ほか
多数の行政審議員などを務める。 
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寺田　麗子  
てら だ れい こ 

翁
長
雄
志
市
長
　
以
前
、
寺
田
さ
ん 

　
に
「
来
年
の
１
月
ま
で
に
10
％
の

　
ご
み
減
量
を
達
成
す
る
」
と
答
え

　
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
、
功
を
奏
し
て
、

　
10
月
現
在
で
22
％
の
減
少
に
な
っ

　
て
い
ま
す
よ
。 

寺
田
麗
子
さ
ん
　
ず
い
ぶ
ん
頑
張
り

　
ま
し
た
よ
ね
。
ご
み
の
問
題
に
関

　
し
て
は
、
ほ
ん
と
う
に
進
展
し
ま
し

　
た
。
市
民
の一
人
と
し
て
謝

　
し
ま
す
。 

市
長
　
寺
田
さ
ん
に
ほ
め
ら
れ

　
る
と
う
れ
し
い
で
す
。 

寺
田
　
最
近
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
、

　
各
自
治
体
の
取
り
組
み
を

　
見
て
き
た
の
で
す
が
、
市
の

　
組
織
に
あ
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッショ
ン

　
推
進
室
の
よ
う
な
部
署
を

　
中
心
に
、
交
通
形
態
、　
経

　
済
対
策
、
都
市
計
画
す
べ

　
て
を
機
能
さ
せ
、
素
晴
ら

　
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

　
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
自

　
治
体
が
哲
学
を
持
ち
、
自

　
信
を
も
っ
て
展
開
し
て
い
ま
す
。
さ

　
ら
に
、　
住
民
ど
う
し
が
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
い
て
話
し
あ
い
、
積
み
上
げ
た

　
案
を
行
政
に
提
示
し
、
行
政
は
、　

　
そ
れ
に
予
算
を
つ
け
て
い
く
の
で
す
。

　
だ
か
ら
、市
民
は
自
覚
を
持
ち
、　
責

　
任
感
が
あ
り
ま
す
。 

市
長
　
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
室
を
つ

　
く
っ
た
こ
と
で
、
市
民
や
職
員
の
意

　
識
は
、
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

　
思
い
ま
す
。 

　
最
終
的
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ

　
う
な
市
民
参
加
を
目
標
に
し
た
い

　
で
す
ね
。
今
、
那
覇
の
下
水
処
理

　
場
か
ら
出
る
1
日
、
13
万
ト
ン
の

　
き
れ
い
な
水
を
金
城
ダ
ム
に
ポ
ン
プ

　
ア
ッ
プ
し
て
都
市
河
川
の
維
持
用
水

　（
生
物
が
住
む
最
低
限
必
要
な
水

　
量
な
ど
）
や
、
新
都
心
で
利
用
し

　
て
い
る
中
水
道
の
よ
う
に
、
雑
用
水

　
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。 

寺
田
　
そ
の
計
画
は
反
対
で
す
。
　

　
下
水
処
理
水
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
は
、　管

　
を
敷
設
す
る
作
業
や
水
を
河

　
川
の
上
流
に
押
し
上
げ
る
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
合
併

　
浄
化
槽
を
上
流
に
住
む
各
家
々

　
に
つ
け
た
ほ
う
が
、
は
る
か
に

　
経
済
的
で
す
。 

市
長
　
中
水
道
が
ダ
メ
な
ら
ダ
ム

　
を
作
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
す
か
。 

寺
田
　
今
後
は
ダ
ム
は
建
設
し
な

　
い
方
向
で
考
え
な
い
と
、
ヤ
ン

　
バ
ル
の
環
境
は
全
て
ダ
メ
に
な

　
り
ま
す
。
か
わ
り
に
、
各
家

　
庭
に
ダ
ム
を
作
る
。
つ
ま
り
雨

　
水
タ
ン
ク
の
利
用
で
す
。
大
災

　
害
時
に
は
、
確
実
に
ヤ
ン
バ
ル

　
か
ら
の
水
は
止
ま
り
ま
す
。
危
機

　
管
理
の
一
環
と
し
て
も
雨
水
タ
ン
ク

　
の
利
用
で
、
自
立
す
る
「
ま
ち
」　

　
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

市
長
　
寺
田
さ
ん
に
話
し
て
よ
か
っ
た
！

　
こ
れ
か
ら
も
良
い
意
見
を
聴
か
せ
て

　
く
だ
さ
い
。 
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11  
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9  
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選
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投
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日
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新
都
心
地
区
に
消
防
庁
舎

が
完
成
し
ま
し
た
。

24

（環境ジャーナリスト） 

ち
きゅ

うにやさしい 古紙配合率70％ 
再生紙を使用しています。 




